
2026年度（令和 8年度）北海道相談支援従事者研修 

        （初任者研修）募集要領                          R8.3新 

      

特定非営利活動法人きなはれ  
 

１ 研修の目的 

 地域の障がい者等の意向に基づく地域生活を実現するために必要な保健、医療、福祉、就労、教育などの

サービスの総合的かつ適切な利用支援等の援助技術を習得すること及び困難事例に対する支援方法につい

て助言を受けるなど、日常の相談支援業務の検証を行うことにより相談支援に従事する者の資質の向上を図

ることを目的とする。 

 

２ 研修名称 

  北海道相談支援従事者研修（初任者研修） 

   

３ 実施場所 

オンライン（ｅラーニング・zoom）・集合（かでる２・７：札幌市中央区北 2条西 7丁目） 

 

４ 募集期間・研修期間・定員等 
 

日程 

区分 

募集期間 

〈受講可否郵送日〉 
研修期間（修了期間） 内容 実施方法 定員 

1日程 

2026年 

4月 6日(月)～      

4月 26日(日)【必着】 

〈 5 月 11 日頃、受講

可否を通知予定 〉 

2026年 6月 1日(月)～14日(日) 
講義

1-7 
e-ラーニング 

48名 

e-ラーニングの初日開始時間は 9：00、最終終了時間は 15：00 

2026年 6月 18日(木)・19日(金) 
演習

① 

集合研修 

かでる 2.7 520 研修室 

2026年 8月 24日（月） 
演習

② 

ハイブリッド形式研修 

・集合：かでる 2.7 

 520 研修室 

・ZOOM 

2026年 10月 29日(木)・30日(金) 
演習

③ 

集合研修 

かでる 2.7 520 研修室 

※ 講義、演習の全日程で全カリキュラム終了となります。 
 

５ 研修カリキュラム 

研修内容：別紙１「研修カリキュラム」に基づき、講義及び演習により実施する。 
 

研修の流れ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講義

•講義1-7 e-ラーニングにて視聴

•終了後 ミニテスト

演習

•演習① 講義と演習 集合研修

•相談支援の実際

実習
•実習１ を実施

演習

•演習② 講義と演習 集合研修orオンライン(ZOOM)のハイブリッド形式

•実践研究１（実践例の共有と相互評価１）

実習
•実習２ を実施

演習

•演習③ 講義と演習 集合研修 ・実践研究２（実践例の共有と相互評価２）

•実践研究３（実践研究とサービス等利用計画）・研修全体振返りと意見交換、ネットワークづくり



 

６ 講師氏名、所属、専門分野、略歴、業績 

  本研修を担当する講師は、別紙５の通りとする。 

なお、やむを得ない事情により講師は変更することがある。 

 

７ 研修修了の認定方法・欠席の取り扱い（出欠の確認方法、成績評定方法、修了の認定方法等） 

（１） 出欠の確認方法： e ラーニングについては、ＬＭＳ学習管理システムを使用し、事務局側で進捗状況

を管理する。 

 

（２） 成績評定方法：試験等は行わないが、全日程の受講を行うこと。e ラーニングの場合はテスト等を行

い、演習については自己評価表の提出を行うことで評価する。 

 

（３） 修了の認定方法：受講決定後、期間内に全カリキュラムを受講し、所定の評価様式を提出することを条

件とする。 

 

（４） 受講決定の取消等：受講申込者及び受講決定者が、相談支援従事者として不適任である行為をしていた

ことを確認した場合については、北海道と協議の上、受講決定の取消、又は研修修了証書を発行しない

こととする。 

 

 （５）修了証書の発行：研修期間内に eラーニングでの視聴を終え、すべての演習に参加することで修了証書

を発行する。 

 

８ 受講対象者 

・指定一般、特定または障がい児相談支援事業所において「相談支援専門員」として従事予定の方 

（優先 別紙２：配置予定までに相談支援専門員としての実務経験を満たす方を優先して選考する） 

・市区町村において相談支援事業に従事する方 

 

＜注＞ 演習期間中に指定される実習を確実に行える方に限ります。 

 

＜障がいがある受講生等への配慮＞ 

聴覚障がいや視覚障がいにより研修時の情報保障を希望する場合、その他重度の障がいをもつため短期間での

連続的な研修受講が困難な場合は、申込時に申請してください。 

 

＊相談支援専門員となる要件を満たすためには、「相談支援従事者研修 初任者研修」の受講と実務経験（別紙

２）が必要となります。 

 

９ 募集期間、申込及び受講決定通知方法等 

申込は北海道内在住の方に限る。 

 

（１）申込方法 

所定申込様式を 

メールに添付して送信ください。 

注意点＞＞ 

  ■メールで添付  送信先  kinahare@kind.ocn.ne.jp 

・申込様式１・２・３ ⇒ 必要箇所に入力をいただきメールに添付してください 

  ※ＰＤＦ等加工せずに、エクセルの様式そのままで添付してください。 

 

・メールの件名は：「 第１日程 初任者研修 〇〇〇(法人名) 」としてください。 

１通のメールに１名の添付とします。複数人の添付はお控えください。 

 

※申込期限内のみ受付させていただきます。 

  ※受講希望者が多数の場合は、１事業所から１名の受講とさせていただきます。 

※申し込み多数の場合、優先順位の高い順に選考します。 

※記載漏れがないかご確認ください。不備がありますと受付できない場合もありますので、ご了承ください。 



 

１０ 受講料(税込)及び徴収方法、キャンセル規定  

   

＜ 受講料 ５５，０００円（うち消費税 5,000円/税率 10％）＞  

   

 ・決定通知送付時に案内する所定の銀行への振込による納入とする。 

納入期間は指定する締切日とする。（振込手数料は申込者の負担とする） 

銀行振込証を持って領収証とする。 

締切日を超えて振り込みが確認できない場合は、受講を取り消したものとみなす。 

  

・キャンセル料規定 

  eラーニング開始前：全額返金（振込手数料を除いた金額） 研修開始後：返還は行わない 

 

１１ 修了証書 

本研修を修了した者には、修了証書を交付する。（再発行は行わない） 

  

１２ シラバスの掲載に関して 

   本研修の内容が記載されたシラバスに関しては、当法人の HPにて掲載します。 

特定非営利活動法人きなはれサビ児管研修 ホームページ『 https://sabijikan.info/ 』 

 

１３ 研修の中止について 

   募集人数が少なく、研修として成立しない場合は、北海道との協議の上研修を中止にする場合がある。 

 

その他、上記以外のやむを得ない事情(例：自然災害等)により、本研修は日程等変更、延期、中止とな

る場合がありますことをご了承願います。 

 

１４ 問い合わせ先 

 

〒003-0002 

     札幌市白石区東札幌２条５丁目８－１３ 

 

特定非営利活動法人 きなはれ 

     北海道サービス管理責任者／児童発達支援管理責任者研修 事務局 

     

     電話：０８０‐９００９‐０３４７ （メールでの問合せは受付できません） 

     ＦＡＸ：０１１－８２０－１５５２ 

      

     平日 ９：３０～１７：００  

 

 



   

 

 
  相談支援専門員の要件、障害福祉サービス事業所の指定に関する問い合わせ 
      

→各総合振興局（振興局）保健環境部社会福祉課事業指導係   

     →札幌市内・旭川市内・函館市内に関しては各市役所 

       札幌市内に関しては、札幌市保健福祉局障がい保健福祉部障がい福祉課 

       旭川市内に関しては、旭川市福祉保険部指導監査課 

       函館市内に関しては、函館市保健福祉部指導監査課 

 

      

  

振興局名 電話番号 

空知総合振興局保健環境部社会福祉課事業指導係       0126-20-0109 

石狩振興局保健環境部社会福祉課事業指導係         011-204-5864 

後志総合振興局保健環境部社会福祉課事業指導係         0136-23-1936 

胆振総合振興局保健環境部社会福祉課事業指導係         0143-24-9841 

日高振興局保健環境部社会福祉課事業指導係             0146-22-2559 

渡島総合振興局保健環境部社会福祉課事業指導係         0138-47-9536 

檜山振興局保健環境部社会福祉課事業指導係             0139-52-6654 

上川総合振興局保健環境部社会福祉課事業指導係         0166-46-4982 

留萌振興局保健環境部社会福祉課事業指導係             0164-42-8319 

宗谷総合振興局保健環境部社会福祉課事業指導係         0162-33-2985 

オホーツク総合振興局保健環境部社会福祉課事業指導係   0152-41-0690 

十勝総合振興局保健環境部社会福祉課事業指導係         0155-27-8518 

釧路総合振興局保健環境部社会福祉事業指導係           0154-43-9254 

根室振興局保健環境部社会福祉課事業指導係             0153-23-6915 

  

http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sus/kyoutsuu/madoguchi/3shinaijigyousha.htm


別紙１ 

２０２６年度（令和８年度）北海道相談支援従事者研修 

（初任者研修）カリキュラム ＜講義 11 時間＞ 

 

 科 目 内 容 時間数 

e 

ラ

｜

ニ

ン

グ 

相談支援（障害児者支援）の目的 

（講義１） 

人間の尊厳、基本的人権の尊重のための支援の意

味と価値を理解する。また、利用者理解、利用者

の自己選択・自己決定の重要性について理解する

とともに、障害児者の地域での生活の実情につい

て理解する。相談支援の基本的価値観は、障害者

の権利に関する条約の趣旨に基づくべきことを理

解する。 

90 分 

相談支援の基本的視点（障害児者

支援の基本的視点① 

（講義２） 

エンパワメント及び本人を中心とした（本人の選

択・決定）支援を実施するに当たり、相談支援

（障害児者支援）の基本的な姿勢にいて理解す

る。利用者又は障害児の保護者（以下「利用者

等」という。）の意思及び人格を尊重し、常に当

該利用者等の立場に立って行われるものでなけれ

ばならないことを理解する。 

60 分 

相談支援の基本的視点（障害児者

支援の基本的視点② 

（講義２） 

同上 90 分 

相談支援に必要な技術 

（講義３） 

本人を中心とした（本人の選択・決定）支援を実

施するに当たり、獲得すべき支援技術について理

解する。 

60 分 

相談支援におけるケアマネジメン

トの手法とプロセス 

（講義４） 

本人を中心とした（本人の選択・決定を促す）ケ

アマネジメントのプロセスと必要な技術の全体像

について理解する。 

90 分 

相談支援における家族支援と地域

資源の活用への視点 

（講義５） 

各相談支援事業の役割と機能を理解し、相互が連

携することにより地域において効果的な相談支援

体制が構築されることを理解する。相談支援にお

いて地域資源を把握しネットワークを構築するこ

との重要性について理解する。（自立支援）協議

会の目的、仕組み、機能について理解する。 

90 分 

障害者の日常生活及び社会生活を

総合的に支援するための法律及び

児童福祉法（以下「障害者総合支

援法等」）の理念・現状とサービ

ス提供プロセス及びその他関連す

る法律等に関する理解 

（講義６） 

障害者総合支援法等の目的、基本理念や障害福祉

サービス等の基本的な内容を理解する。また、障

害者総合支援法等における自立支援給付等の仕組

みを理解する。 

介護保険制度対象の障害者の障害福祉サービスを

利用する場合の諸制度について理解する。障害者

支援における権利擁護と虐待防止に関わる法律を

理解する。 

90 分 

障害者の日常生活及び社会生活を

総合的に支援するための法律及び

児童福祉法における相談支援（サ

ービス提供）の基本 

（講義７） 

障害福祉サービス等の提供における相談支援専門

員とサービス管理責任者の役割、 

両者の関係性を理解する。サービス提供において

利用者の権利擁護と虐待防止を図るために相談支

援専門員とサービス管理責任者等が果たすべき役

割を理解する。 

90 分 

合  計 11 時間 

 

※上記のカリキュラムの詳細及び時間割は、変更となる場合があります。 

※やむを得ない事情により演習内容に変更が生じることがございますので、ご了承ください。   



別紙１ 

２０２６年度（令和８年度）北海道相談支援従事者研修 

（初任者研修）カリキュラム  ＜講義・演習 31.5 時間＞ 

 

 科 目 獲得目標 時間数 

相
談
支
援
の
実
際
（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
を
用
い
た
相
談
支
援
プ
ロ
セ
ス
の
具
体
的
理
解
） 

受付及び初期相談 並びに契約 

 

 

アセスメント（事前評価）及び

ニーズ把握 

基本相談支援の実際について習得する。 

受付及び初期相談（インテーク）、契約の各場面

で求められる実践的な技術を習得する。 

利用者の主訴を明確にし、本人・家族からの情報

収集とその分析を通して相談支援専門員としての

専門的な判断の根拠を説明できる技術を習得す

る。 

また、アセスメントにおいて収集した情報から専

門職としてニーズを導くための技術を習得する。 

講義・演習

6 時間 

目標の設定と計画作成 基本相談支援を基盤とした計画相談支援の実際に

ついて習得する。 

本人の意向とニーズを踏まえた目標設定を目標を

実現するためのサービス等利用計画の作成技術を

習得する。 

また、より適切で質の高いサービスを提供するた

めには、サービス等利用計画と個別支援計画との

連動が重要であることを理解する。 

他の多様な職種とアセスメント結果の共有やサー

ビス等利用計画の原案に対する専門的見知からの

意見収集の意義を理解し、サービス担当者等によ

る会議の開催にかかる具体的な方法を習得する。 

講義・演習

3 時間 

評価及び終結 基本相談支援を基盤とした計画相談支援の実際に

ついて習得する。 

ケアマネジメントプロセスにおけるモニタリング

の意義・目的や多職種との連携によるサービス実

施の効果を検証することの重要性を理解する。 

また、検証の結果、支援が集結されることの意義

と留意すべきことについて理解する。 

講義・演習

3 時間 

実
践
研
究 

実習ガイダンス 研修における実習の位置づけと目的、実施方法を

理解し、効果的な実習に結びつける。 

講義 1 時間 

実践研究１ 

（実践例の共有と相互評価１） 

自ら実施したアセスメント及びプランニング等に

ついて、その根拠を踏まえてわかりやすく説明で

きる技術を習得する。 

他者からの多角的な意見により視点が広がり、ア

セスメントが深まることを理解する。 

事例研究 

6 時間 

実践研究２ 

（実践例の共有と相互評価２） 

自ら再実施したアセスメント及びプランニング等

について、その根拠を踏まえてわかりやすく説明

できる技術を習得する。他者からの多角的な意見

により視点が広がり、アセスメントが深まること

を理解する。 

事例研究 4

時間 

実践研究３ 

（実践研究とサービス等利用計

画作成） 

グループによる実践研究を通じて、サービス等利

用計画についての理解を深め、技術を習得する。 

事例研究 

6 時間 

研修全体を振り返っての意見交換・

講評及びネットワーク作り 

研修の全体の振り返りを行うことで、今後の学習 

課題を認識し、自己研鑽意欲を高める。 

また、研修受講生間でのネットワークの構築を図

る。 

講義・演習

2.5 時間 



相談支援の基礎技術に関する実習 

実習１：相談支援（ケ

アマネジメント）の基

礎技術に関する実習 

実習現場での相談支援（ケアマネジメント）のプロセスの経

験を通じて実践に当たっての留意点や今後の実習課題等を認

識する。 

実習 

実習２：相談支援（ケ

アマネジメント）の基

礎技術に関する実習 

実習現場での相談支援（ケアマネジメント）のプロセスに経

験を通じて実践に当たっての留意点や今後の学習課題等を認

識する。 

実習 

 

実習３：地域資源に関

する情報収集 

相談支援（ケアマネジメント）に活用する地域資源の実際に

ついて理解する。 

実習 

合計 42.5 時間 

 

※上記のカリキュラムの詳細及び時間割は、変更となる場合があります。 

※やむを得ない事情により演習内容に変更が生じることがございますので、ご了承ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜別紙２＞ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙３ 

講師氏名、所属、専門分野、略歴、業績 

講義名 講師氏名 所属 役職 専門分野 略歴 業績 

相 談 支 援

の目的 

平松 浩樹 社会福祉法

人はるにれ

の里  自閉

症地域生活

支援センタ

ーなないろ 

相談室にじ

いろ 

管理者・ 

相談支援

専門員 

障害者・児相談

支援 

社会福祉法人黒松内つくし園 

後志リハビリセンター(H14.4

～H22.7) 

社会福祉法人はるにれの里 

石狩市相談支援センターぷろ

っぷ(H22.8～R3.4) 

同法人 自閉症地域生活支援セ

ンターなないろ相談室にじい

ろ(R3.4～現在) 

 

相 談 支 援

の 基 本 的

視点 

齋藤 亮 社会福祉法

人後志報恩

会  小樽地

域障がい者

相談支援セ

ンターさぽ

ーとひろば 

相談支援

専門員 

障害者相談支

援・就労相談支

援 

社会福祉法人後志報恩会 

小樽後志地域障がい者就業・

生活支援センターひろば

(H19.2～H24.3)  

同法人 小樽地域障がい者相談

支援センターさぽーとひろば 

(H24.4～現在) 

 

相 談 支 援

の 基 本 的

視点 

寺田 有紀 社会福祉法

人楡の会 

発達相談き

らめきの里 

相談支援

専門員 

障害者・児相談

支援 

社会福祉法人楡の会  

相談室あ～てる(H21.4～現在) 

同法人 発達相談きらめきの里

(H26.4～現在) 

 

相 談 支 援

技術 

平野 啓介 日本医療大

学 

准教授 介護福祉士養

成教育、介護過

程教授方法、発

達障害（特に自

閉症スペクト

ラム症、注意欠

如・多動性障害

等）を持つ方へ

の就労支援・生

活支援 

社会福祉法人はるにれの里 

知的障害者更生施設 厚田はま

なす園(H8.4～H13.3) 

学校法人西野学園 総合企画室 

生涯学習センター(H13.4～

H15.3) 

同法人 札幌医学技術福祉専門

学校(H15.4～H20.3) 

同法人 札幌医学技術福祉専門

学校(H20.4～H30.3) 

学校法人旭川大学 旭川大学

短期大学部(R2.4～R3.3) 

日本医療大学(R3.4～現在) 

COVID-19 禍における社会福

祉従事者の実態把握とその

対策～生活状況の把握と偏

見・差別を手がかりとして

～「北海道の福祉」（2021 年

度吉田・飯塚・長瀨基金）

1-100,2022 年 共著 

就労している発達障害者へ

の生活支援の検討－6 名の発

達障害者へのインタビュー

から－旭川大学短期大学部

紀要 第 51号 101－114, 

2021 年 単著、等 

相 談 支 援

に お け る

ケ ア マ ネ

ジ メ ン ト

の 手 法 と

プロセス 

俵谷 知実 社会福祉法

人はるにれ

の里  相談

室ぽらりす 

管理者・相

談支援員・

生活支援

員 

障害者・児相談

支援 

北海道中央児童相談所(H20.4

～H21.3) 

北海道大学大学院教育学研究

院(H20.5～H21.3) 

近畿大学九州短期大学通信部

(H20.6～H21.3) 

社会福祉法人はるにれの里 

相談室ぽらりす(H21.3～現

在) 

同法人 札幌市障がい児等療

育支援事業 地域活動支援セ

ンターアンナプルナ（H24.10

～現在） 

 



講義名 講師氏名 所属 役職 専門分野 略歴 業績 

相 談 支 援

に お け る

家 族 支 援

と 地 域 資

源 の 活 用

の視点 

山本 彩 札幌学院大

学 

教授 発達障がいが

ある方と、その

家族を支える

地域支援シス

テム 

二次障害を伴

う自閉スペク

トラムがある

人への介入研

究 等 

五稜会病院(H8.4～H13.3) 

北海道大学病院精神科臨床

(H13.4～H16.8) 

札幌市スクールカウンセラー

(H14.4～H17.3) 

社会福祉法人はるにれの里 

札幌市自閉症・発達障害支援

センター主任(H17.4～21.3)  

同法人 相談室ぽらりす管理

者 兼 相談支援専門員(H21.4

～H26.3) 

同法人 札幌市自閉症・発達

障害支援センター所長(H26～

H27.3) 

札幌刑務支所 臨床心理士

(H27.6～H31.3) 

札幌学院大学心理学部 

(H30.4～現在) 

支援を拒否する自閉症スペ

クトラム特性をもつ人に対

する介入プログラムの開発

(博士論文) 

自閉症スペクトラム障害特

性を背景にもつ社会的ひき

こもりへ CRAFT(Community 

Reinforcement and Family 

Training)を参考に介入し

た二事例、共著、等 

相 談 支 援

に お け る

家 族 支 援

と 地 域 資

源 の 活 用

の視点 

伊藤 真基 社会福祉法

人あけぼの

福祉会岩宇

地区相談支

援センター 

管理者・相

談支援員 

障害者・児相談

支援 

株式会社コムスン 千歳市市立

病院 託児所(H16.4～H17.3) 

社会福祉法人あけぼの福祉会 

入所施設岩内あけぼの学園 

(H17.7～H24.3) 

同法人 岩宇地区相談支援セン

ター（H24.3～現在） 

 

総 合 支 援

法 に お け

る理念・現

状 と サ ー

ビ ス 提 供

の プ ロ セ

ス 

重泉 敏聖 特定非営利

活動法人き

なはれ 就

業・生活応

援プラザと

ねっと 

センター

長 

障害者就労支

援 

共同作業所ヨベル(H12.4～

H19.1) 

特定非営利活動法人きなはれ 

地域活動支援センターヨベル

(H19.2～H20.9)  

同法人 就業・生活応援プラ

ザとねっと(H20.10～現在） 

札幌市自立支援協議会就

労支援推進部会会長(H22

～R4) 

NPO 法人 JC-NET ジョブコ

ーチネットワーク理事 

 

総 合 支 援

法 に お け

る 相 談 支

援の基本 

光増 昌久 社会福祉法

人札幌緑花

会 

理事 障害者福祉実

践論 

社会福祉法人 札幌緑花会大倉

山学院児童指導員(S49～

S59.3) 

同法人 松泉学院主任、部長、

施設長(S59.4～H25.3) 

同法人 松泉グループ総合施設

長(H25.4～H28.3) 

同法人 理事(H28.4～現在) 

北星学園大学 非常勤講師

(H23～R3)  

日本グループホーム学会代

表(H13.6～R3.9) 

 

 

 

 

 



講義名 参考時間 講師氏名 所属 役職 専門分野 略歴 業績 

受付及び初

期相談並び

に契約 

アセスメン

ト ( 事 前 評

価)及びニー

ズ把握 

講義演習

3 時間 

 

 

講義演習

3 時間 

齋藤 亮 （前掲） （前掲） （前掲） （前掲） （前掲） 

重泉 敏聖 （前掲） （前掲） （前掲） （前掲） （前掲） 

目標設定と

計画作成 

講義演習

3 時間 

平松  浩樹

俵谷 知実 

（前掲） （前掲） （前掲） （前掲） （前掲） 

評価及び終

結 

講義演習

3 時間 

俵谷 知実 （前掲） （前掲） （前掲） （前掲） （前掲） 

実習ガイダ

ンス 

講義 

1 時間 

重泉 敏聖 （前掲） （前掲） （前掲） （前掲） （前掲） 

実践研究１ 事例研究

6 時間 

重泉 敏聖 （前掲） （前掲） （前掲） （前掲） （前掲） 

三瓶 章史 社会福祉

法人鷹栖

共生会 

相談支援

センター

あいびぃ 

センター

長 

障害者・

児相談支

援 

社会福祉法人鷹栖共生会 

大雪の園 生活介護 サービス管理責

任者 (H25.4～H27.3)  

同法人 大雪の園 就労継続支援 B 型 

サービス管理責任者(H27.4～H29.3) 

同法人 旭川ヒューマンサービスセン

ター 相談支援専門員(H29.4～R2.3) 

同法人 旭川ヒューマンサービスセン

ター サービス管理責任者(H29.4～

R3.9) 

同法人 相談支援センターあいびぃ 

センター長(R3.10～現在) 

 

実践研究２ 事例研究

4 時間 

三瓶 章史 （前掲） （前掲） （前掲） （前掲） （前掲） 

実践研究３ 事例研究

6 時間 

根本 淑恵 社会福祉

法人緑伸

会 相談

室あすみ 

管理者 障害者・

児相談支

援 

社会福祉法人札幌この実会 

手稲この実寮(H4.4～H5.1) 

同法人 第２この実寮(H5.2～H9.10） 

小規模作業所ホップ(H9.11～H10.3) 

小規模作業所ホップ第２作業所

(H10.4～H15.11) 

社会福祉法人ＨＯＰ 理事(H15.12～

H20.2) 

同法人豊平ＭＡＸ 施設長(H15.12～

H20.2) 

社会福祉法人みなみ会 評議員(H20.3

～H20.9) 

社会福祉法人札幌この実会 北の沢デ

イセンター(H20.10～H24.3) 

同法人 さうす通園センター(H21.4～

H23.3) 

社会福祉法人青十字サマリヤ会評議

員(H23.4～H24.3) 

社会福祉法人札幌この実会ほっと相

談センター(H24.4～R6.3) 

社会福祉法人緑伸会 相談室あすみ 

管理者(R6.4～現在) 

 

振返り・意見

交換・講評・

ネットワー

クづくり 

講義演習

2.5 時間 

齋藤 亮 （前掲） （前掲） （前掲） （前掲） （前掲） 

重泉 敏聖 （前掲） （前掲） （前掲） （前掲） （前掲） 

 


